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【結果】プラークvolume index（PⅥ）はlow risk群（≦10％）と比較してintermediate risk群（10－20％）、





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 







Framingham 10-year riskの10％以下をlow risk群、10から20％をintermediate risk群、20％以上をhigh risk
群と分類した。肥満群はBMI値25以上と定義した。ⅣUSの計測項目は、血管面積（EEMA）、血管内腔面積（LA）、
プラークエリア（PA）、石灰化角度とし、LMCAにおいて１mm毎に計測した。Simpson法を用いEEMA, LA, PAのボ
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リュームデータを算出し、LMCA長で割った各指標のボリュームインデックス値を用いて比較検討した。 
 その結果、プラークボリュームインデックスはlow risk群と比しintermediate risk群、high risk群で有意
に大きく（p＝0.017, p＜0.001）、肥満群の方が正常体重群と比し有意に大きかった（p＝0.005）。さらに重回
帰分析から、BMI（p＝0.034）とFRS（p＝0.003）の増加は、LMCAにおけるプラークボリュームインデックス増
加の予測因子であった。 
 以上のことより、FRSの増大と肥満症の進行はLMCAのプラーク量と密接に関係し、肥満症は冠動脈疾患の進行
を予測する独立した危険因子であることが示唆された。本研究は肥満とLMCAのプラークとの密接な関係性を示
し、さらに肥満の存在が将来の心血管イベントを予測し得ることを示した臨床研究であり、本研究者は、博士
（医学）の学位を授与されるに値するものと認められた。 
